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本
町
出
身
の
阪
本
四
方
太
没
後　

年
を
記
念
し
て
、
地

90

元
大
谷
地
内
に
２
つ
の
記
念
標
柱
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

四
方
太
（
本
名
「
よ
も
た
」、
俳
号
は
「
し
ほ
う
だ
」
高
浜

虚
子
が
名
付
け
た
と
い
う
。）
は
、
地
元
で
は
余
り
知
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
明
治
６
（
１
８
７
３
）
年
、
岩
井
郡
大

谷
村
（
現
・
岩
美
町
大
谷
）
に
生
れ
、
こ
こ
で
４
歳
に
な

る
ま
で
過
ご
し
ま
し
た
。

　

正
岡
子
規
の
高
弟
と
し
て
知
ら
れ
、
文
豪
夏
目
漱
石
と

も
深
い
交
友
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
建
て
ら
れ
た
標
柱
は
、
四
方
太
の
生
家
の
跡
（
日

比
野
橋
の
た
も
と
）
の
木
柱
（
題
字
は
地
元
前
田
彰
氏
）

と
岩
美
西
小
学
校
敷
地
の
石
柱（
題
字
は
榎
本
町
長
）で
す
。

　

な
お
、
岩
美
西
小
学
校
に
建
て
ら
れ
た
石
柱
の
除
幕
式

が
、
６
年
生
約　

名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
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除
幕
式
の
後
、
子
ど
も
た
ち
は
、
四
方
太
の
研
究
者
西

尾
肇
さ
ん
か
ら
四
方
太
に
つ
い
て
詳
し
く
お
話
し
を
聞

き
、
地
元
か
ら
す
ご
い
文
学
者
が
出
て
い
る
こ
と
を
教
わ

り
ま
し
た
。

　

６
月　

日
（
日
）、
大

10

羽
尾
地
区
で
国
指
定
重

要
無
形
民
俗
文
化
財
の

「
因
幡
の
菖
蒲
綱
引
き
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
地
区
子
ど
も
会
と

大
羽
尾
菖
蒲
綱
保
存
会
が

編
み
上
げ
た
綱
を
子
ど
も
た
ち

が
大
羽
尾
神
社
か
ら
海
岸
へ
運
び
、
綱
引
き
の
始
ま
り
で
す
。

　

同
地
区
の
子
ど
も
を
は
じ
め
、
岩
美
北
小
児
童
な
ど
地
区

外
の
子
ど
も
た
ち
約　

名
に
大
人
も
加
勢
し
、
お
宮
さ
ん
側

40

と
観
音
さ
ん
側
に
分
か
れ
て
元
気
い
っ
ぱ
い
に
綱
を
引
い
て

い
ま
し
た
。

　

綱
引
き
の
後
は
、
菖
蒲
綱
の
土
俵
で
菖
蒲
相
撲
が
行
わ
れ
、

思
わ
ぬ
大
技
（
？
）
に
見
守
る
観
衆
か
ら
大
き
な
歓
声
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

四
方
太
略
年
譜
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岩
井
郡
大
谷
村
生
れ
。　

年
、
鳥
取
に

10

移
る
。
醇
風
小
学
校
、
県
立
鳥
取
中
学
校

（
現
、
鳥
取
西
高
校
）
に
進
む
。
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第
二
高
等
学
校
（
仙
台
）
で
高
浜
虚
子

と
知
り
合
い
、
俳
句
を
始
め
る
。　

年
、
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東
京
帝
国
大
学
入
学
。
子
規
に
師
事
す
る
。
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夏
休
み
で
帰
省
す
る
四
方
太
に
俳
句

の
指
導
を
受
け
よ
う
と
鳥
取
市
に
「
卯
の

花
会
」
が
誕
生
。
田
中
寒
楼
も
参
加
。
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東
京
帝
国
大
学
付
属
図
書
館
司
書
に

就
く
。「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
の
俳
句
選
者
を

務
め
る
な
ど
、
俳
句
の
改
革
と
写
生
文
の

普
及
に
尽
力
。
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「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
に
「
夢
の
如
し
」
を

連
載
、　

年
に
出
版
。漱
石
に
激
賞
さ
れ
た
。
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大
正
６
（
１
９
１
７
）
年
５
月　

日
病
没
。

16

　

歳
。
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